
からあげ 

作・絵 あおきひろえ 

 

「あ～、なんで うちのおかあちゃんは あないに センスないんや。 

あ～、さぶいな。しもた！ うわぎわすれた。 

もうええわ。どないしよかな。 

そや、そうゆうたら たかしくん 

あたらしいゲームあるから いっしょにやろ、ゆうとったな。 

よっしゃ、たかしくんちにいたろ」 

 

「たーかーしーくーん」 

「あーら、ケンちゃん、いらっしゃい。たかしー、ケンちゃんよー。 さあ、あがって」 

「おじゃまします。あ～あ、たかしくんのママは ええな。 

びじんやし やさしいし なんかおしゃれや」 

「あ、ケンちゃん！ぼくのへやで ゲームしよ」 

「うん。あれ？ なんか、 ごっつええにおい。あれなに？」 

「ああ、あれ。シチメンチョウ」 

「えー！ シチメンチョウ!! 

はじめてみたわー。 シチメンチョウってなもん。ごっついな～」 

「そう? それよりケンちゃん。 

サンタさんに もう プレゼントおねがいした？」 

「え？ してへんよ」 

「ぼくは もう イケイケレンジャーセットおねがいしたけどな」 

「え!? おねがいしたら そんなええもんもってきてくれんの？しもた！ しらんかった」 

「そうやで。そのかわり、ええこにしてなあかん。 

わるいこには もってきてくれへんねん」 

「ふ～ん、そうなんや」 

 

かえりみち、ケンぼうはかんがえてみた。 

「ぼくって、ええこかな。 

そういや、こないだ みちにまよてた おばあはんを えきまで あんないしたったで。 

そんで、おかあちゃんには ないしょで 

ラムネ 3 ぼんも こうて いっきのみしたのはええけど･･･ 

おなかこわして、けっきょく そのことがばれて げんこつ 3 つや……あかんな」 

 

 


